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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月17日(2012.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠赤外線に対する感度を有する遠赤外線撮像手段によって撮像された画像の中から歩行
者の存在位置を検知する遠赤外線歩行者検知装置において、前記撮像された画像に基づい
て、前記画像の中の無限遠点の位置を求める無限遠点検出手段と、前記無限遠点の位置に
応じて、歩行者の存在位置を検知するための検知領域を設定する歩行者検知領域設定手段
とを備え、前記無限遠点検出手段は、前記画像の中で、隣り合う画素の間の画素値の差が
所定値以上である輪郭構成点、および前記輪郭構成点における輪郭の延びる方向を検出す
る輪郭検出手段と、前記輪郭検出手段によって検出された前記輪郭構成点のうち、前記輪
郭の延びる方向が水平、もしくは水平に近い輪郭構成点、および前記輪郭の延びる方向が
垂直、もしくは垂直に近い輪郭構成点を除去する特定輪郭成分除去手段と、前記特定輪郭
成分除去手段によって除去されない前記輪郭構成点の位置と前記輪郭構成点における輪郭
の延びる方向に基づいて、前記輪郭の延びる方向が所定値以上離れた２本の直線を検出す
る直線検出手段とを備え、前記検出された２本の直線に基づいて前記無限遠点の位置を特
定するものであることを特徴とする遠赤外線歩行者検知装置。
【請求項２】
　請求項１記載の遠赤外線歩行者検知装置において、前記特定輪郭成分除去手段は、前記
輪郭検出手段によって検出された前記輪郭構成点に対して、ハフ変換を行うことによって
生成されるハフ空間内から、前記輪郭構成点を通過する水平、もしくは水平に近い直線、
および、垂直、もしくは垂直に近い直線に対応する情報を除去するものであり、前記直線
検出手段は、前記特定輪郭成分を除去した結果に基づいて、前記直線の検出を行うもので
あることを特徴とする遠赤外線歩行者検知装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の遠赤外線歩行者検知装置において、前記歩行者検知領域
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設定手段によって設定された歩行者の検知領域に対して、所定のテンプレートと比較照合
を行うことで、前記テンプレートに表された像に対する画像部分を検出するテンプレート
マッチング手段と、前記テンプレートマッチング手段によって検出された画像部分に所定
のマーカを重畳して出力するマーカ重畳手段と、所定の情報を表示する画像表示手段と、
を備え、前記撮像して得られる画像が、前記車両の進行方向の所定領域を撮像して得ら
れた画像であり、前記テンプレートマッチング手段は、前記テンプレートの像として歩行
者の像が適用されたテンプレートと照合するものであることを特徴とする遠赤外線歩行者
検知装置。　　 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　すなわち、本発明に係る遠赤外線歩行者検知装置は、遠赤外線に対する感度を有する遠
赤外線撮像手段によって撮像された画像の中から歩行者の存在位置を検知する遠赤外線歩
行者検知装置において、前記撮像された画像に基づいて、前記画像の中の無限遠点の位置
を求める無限遠点検出手段と、前記無限遠点の位置に応じて、歩行者の存在位置を検知す
るための検知領域を設定する歩行者検知領域設定手段とを備え、前記無限遠点検出手段は
、前記画像の中で、隣り合う画素の間の画素値の差が所定値以上である輪郭構成点、およ
び前記輪郭構成点における輪郭の延びる方向を検出する輪郭検出手段と、前記輪郭検出手
段によって検出された前記輪郭構成点のうち、前記輪郭の延びる方向が水平、もしくは水
平に近い輪郭構成点、および前記輪郭の延びる方向が垂直、もしくは垂直に近い輪郭構成
点を除去する特定輪郭成分除去手段と、前記特定輪郭成分除去手段によって除去されない
前記輪郭構成点の位置と前記輪郭構成点における輪郭の延びる方向に基づいて、前記輪郭
の延びる方向が所定値以上離れた２本の直線を検出する直線検出手段とを備え、前記検出
された２本の直線に基づいて前記無限遠点の位置を特定するものであることを特徴とする
。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　このように構成された本発明に係る遠赤外線歩行者検知装置によれば、特定輪郭成分除
去手段によって、輪郭検出手段で検出された輪郭構成点のうち、画像の中の無限遠点の
位置を特定するための情報として利用できない可能性がある、輪郭の延びる方向が水平
もしくは水平に近い輪郭構成点、および垂直もしくは垂直に近い輪郭構成点が除去され
るため、無限遠点検出手段が、遠赤外線撮像手段によって撮像された画像の中から無限遠
点の位置を精度よく検出し、歩行者検知領域設定手段が、検出された無限遠点の位置に応
じて、撮像された画像の中の歩行者の検知領域を制限するため、歩行者検知のための計算
機処理手段として、例えば、テンプレートマッチング処理を行うものでは、このテンプレ
ートマッチング処理に要する計算機負荷を低減することができる。 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　さらに、本発明に係る遠赤外線歩行者検知装置は、特定された歩行者の検知領域に対し
て、所定のテンプレートと比較照合を行うことで、前記テンプレートに表された像に対す
る画像部分を検出するテンプレートマッチング手段と、前記テンプレートマッチング手段
によって検出された画像部分に所定のマーカを重畳して出力するマーカ重畳手段と、所定
の情報を表示する画像表示手段と、を備え、前記撮像して得られる画像が、前記車両の
進行方向の所定領域を撮像して得られた画像であり、前記テンプレートマッチング手段は
、前記テンプレートの像として歩行者の像が適用されたテンプレートと照合する構成であ
ることが望ましい。 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明に係る遠赤外線歩行者検知装置によれば、無限遠点の位置が精度よく検出でき
るため、歩行者検知を行う領域を制限することができ、これによって、画像処理の計算
機負荷を低減できるという効果が得られる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　このように構成された本発明に係る遠赤外線歩行者検知装置１００によれば、特定輪郭
成分除去手段３４によって、輪郭検出手段３２で検出された輪郭構成点のうち、画像の
中の無限遠点の位置を特定するための情報として利用できない可能性がある、輪郭の延
びる方向が水平もしくは水平に近い輪郭構成点、および垂直もしくは垂直に近い輪郭構
成点が除去されるため、無限遠点検出手段３０が、遠赤外線撮像手段１０によって撮像さ
れた画像の中から無限遠点の位置を精度よく検出し、歩行者検知領域設定手段４０が、検
出された無限遠点の位置に応じて、撮像された画像の中の歩行者の検知領域を制限するた
め、歩行者検知のための計算機処理手段として、例えば、テンプレートマッチング処理を
行うものでは、このテンプレートマッチング処理に要する計算機負荷を低減することがで
きる。 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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